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第１章  子育て観 

１－１  少子化の原因 

 

  問８ ここ数年、出生率の低下が進み、社会全体で子どもの数が減少している現状があります

が、少子化については何が原因だと思いますか。（○は３つまで） 

 

図１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子化の原因としては、「子育てのための経済的負担が大きいから」が57.7％で最も多く、以下

「女性の社会進出、就業機会が拡大したから」（41.6％）、「子育てよりも自分たちの生活を満足し

たいから」（39.9％）、「明るい未来が見えないから」（32.1％）、「保育施設、育児休暇などが十分整

っていないから」（31.1％）の順で続いている。 

 

 

 

9.2

57.7

9.6

19.5

31.1

32.1

39.9

41.6

0 20 40 60 （％）

子育てのための経済的負担 
が大きいから 

明るい未来が見えないから 

女性の結婚年齢が高くなっ 
たから 

子育てのための身体的負担 
が大きいから 

子育てよりも自分たちの生 
活を満足したいから 

（ n= 293 ） 

保育施設、育児休暇などが 
十分整っていないから 

女性の社会進出、就業機会 
が拡大したから 

将来どう育つか不安になる 
から 

9.2

0.7

0.7

6.1

6.5

6.8

7.2

0 20 40 60 （％）

子どもに十分手をかけて 
育てたいから 

その他 

わからない 

育児に対する男性（夫や
家族）の理解や協力が足
りないから 

子どもを育てるというこ 
とに魅力を感じないから 

住宅事情が良くないから 

無回答 
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性別でみると、男性では、「子育てよりも自分たちの生活を満足したいから」が44.2％で、女性

（35.8％）を8.4ポイント上回っているのが特徴的である。一方、女性では、「保育施設、育児休暇

などが十分整っていないから」が40.1％と、男性（20.2％）を倍近く上回っている。また、「子育

てのための経済的負担が大きいから」は男性59.7％・女性55.6％と、男女とも最も多くなっている。 

 

図１－２  性別  少子化の原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1

55.6

43.8

35.8

30.9

40.1

19.8

9.3

8.6

59.7

10.1

18.6

20.2

34.1

44.2

39.5

0 20 40 60 （％）

子育てのための経済的負担 
が大きいから 

明るい未来が見えないから 

女性の結婚年齢が高くなっ 
たから 

子育てのための身体的負担 
が大きいから 

子育てよりも自分たちの生 
活を満足したいから 

保育施設、育児休暇などが 
十分整っていないから 

女性の社会進出、就業機会 
が拡大したから 

将来どう育つか不安になる 
から 

8.0

3.1

8.6

8.6

5.6

1.2

10.9

1.6

7.0

3.9

4.7

12.4

0 20 40 60

男性（n=129）

女性（n=162）

（％）

子どもに十分手をかけて 
育てたいから 

その他 

わからない 

育児に対する男性（夫や
家族）の理解や協力が足
りないから 

子どもを育てるというこ 
とに魅力を感じないから 

住宅事情が良くないから 

無回答 
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１－２  理想の子どもの数 

 

  問９  現実は別にして、あなたの理想としては何人くらい子どもがいるのがよいと思いますか。 

（○は１つだけ） 

 

図１－３ 

 

 

 

 

 

 

 

理想の子どもの数としては「３人」が52.2％と過半数を占め、これに「２人」（33.8％）が次い

でいる。 

性別でみると、女性では、「３人」が54.3％と、男性（48.8％）より多くなっている。一方、男

性では「２人」が38.0％と、女性（30.9％）を7.1ポイント上回っている。 

 

図１－４  性別  理想の子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 人       ２ 人                           ３ 人               ４人以上    子どもはいらない 

1.7

33.8 52.2 8.9 2.4 1.0（ n= 293 ）

（％）

無回答 

2.5 30.9 54.3

3.9

1.2

0.8 38.0 48.8 7.8

9.9
1.2

0.8

（％）

男 性（n=129） 

女 性（n=162） 

１ 人         ２ 人                           ３ 人     ４人以上    子どもはいらない  無回答 
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１－３  実際の子どもの数 

 

（問９で１～４のいずれかをお答えの方に） 

  問９－１  あなたは、何人のお子さんがいらっしゃいますか。（○は１つだけ） 

 

図１－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に持つ子ども数としては「２人」（46.3％）が多くなっている。また「０人」という回答も

20.8％となっている。一方、「３人」は17.3％となっている。 

性別でみると、「２人」が男性43.1％、女性48.1％と、男女とも多くなっている。また、男性で

は「０人」という回答が27.6％となっている。 

 

図１－６  性別  実際の子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 人       １ 人                 ２ 人                   ３ 人      ４人以上 

20.8 12.7 46.3 17.3 1.8 1.1（ n= 283 ）

（％）

無回答 

15.8 12.0 48.1

1.6

1.9

27.6 13.8 43.1 13.0

20.9

1.3

0.8

（％）

男 性（n=123） 

女 性（n=158） 

０ 人           １ 人               ２ 人           ３ 人   ４人以上   無回答 
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１－４  理想より実際の子どもの数が少ない理由 

 

（問９－１で理想の子どもの数より少なくなった方におたずねします。） 

  問９－２  どのような条件があれば、理想の子どもの数を生み育てることができると思います

か。（○は３つまで） 

 

図１－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想よりも実際の子どもの数が少ない人に、理想に近づく条件をきいたところ、「子育てのため

の経済的負担が少なければできる」が59.3％で最も多く、これに「子育ての肉体的・精神的負担が

少なければできる」（35.1％）と「子育ての社会的条件が整っていればできる」（34.0％）が次いで

いる。 

 

11.3

12.4

59.3

4.6

12.4

15.5

20.6

34.0

35.1

0 20 40 60 （％）

子育てのための経済的負担が少 
なければできる 

年齢的な問題がなければできる 

自分（又は配偶者）の仕事に差 
しつかえがなければできる 

自分（又は配偶者）の仕事や趣 
味の時間が確保されればできる 

その他 

子育ての社会的条件が整ってい 
ればできる 

わからない 

（ n= 194 ） 

住宅事情がよければできる 

子育ての肉体的・精神的負担が 
少なければできる 
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性別でみても、男女の回答傾向に大きな差は認められない。 

 

図１－８  性別  理想より実際の子どもの数が少ない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.1

13.2

58.4

36.6

33.7

18.8

13.9

10.9

5.0

10.9

11.9

60.4

4.4

13.2

17.6

20.9

34.1

33.0

0 20 40 60

男性（n=91）

女性（n=101）

（％）

子育てのための経済的負担が少 
なければできる 

年齢的な問題がなければできる 

自分（又は配偶者）の仕事に差 
しつかえがなければできる 

自分（又は配偶者）の仕事や趣 
味の時間が確保されればできる 

その他 

子育ての社会的条件が整ってい 
ればできる 

わからない 

住宅事情がよければできる 

子育ての肉体的・精神的負担が 
少なければできる 
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１－５  育児期、家庭生活についての考え方 

 

  問10  次のＡとＢのうち、あなたはどちらの考え方に近いですか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

図１－９ 

 

  Ａ  育児期は子育て中心に考えるべきである 

  Ｂ  育児期においても個人としての生活を中心に考えるべきである 

 

 

 

 

 

 

 

  Ａ  家庭生活は子ども中心に考えるべきである 

  Ｂ  家庭生活は親中心に考えるべきである 

 

 

 

 

 

 

 

〈育児期は子育て中心〉に「近い」が44.4％で、これに「どちらかといえば近い」（41.3％）を

合せた《近い》が85.7％を占めている。 

また、〈家庭生活は子ども中心〉に「近い」は12.6％で、これに「どちらかといえば近い」（47.1％）

を合せた《近い》は59.7％となっている。 

44.4 41.3 8.5 3.8

2.0

（％）

無回答 

Ａに近い 
どちらかといえばＡに近い 

どちらかといえばＢに近い 

Ｂに近い 

（ n= 293 ）

12.6 47.1 28.3 8.9

3.1

（％）

無回答 

Ａに近い どちらかといえばＡに近い どちらかといえばＢに近い Ｂに近い 

（ n= 293 ）
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性別でみると、〈育児期は子育て中心〉に《近い》は男性79.9％・女性90.1％と、女性が多く、

特に「近い」が48.1％となっている。 

また、〈家庭生活は子ども中心〉に《近い》は男性46.5％・女性70.3％と、女性が圧倒的に多く

なっている。 

 

図１－10  性別  育児期、家庭生活についての考え方 

 

  Ａ  育児期は子育て中心に考えるべきである 

  Ｂ  育児期においても個人としての生活を中心に考えるべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ａ  家庭生活は子ども中心に考えるべきである 

  Ｂ  家庭生活は親中心に考えるべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.1 42.0 6.2

38.8 41.1 11.6 5.4

2.5
1.2

3.1

（％）

男 性（n=129） 

女 性（n=162） 

無回答 Ａに近い どちらかといえばＡに近い 

どちらかといえばＢに近い 

Ｂに近い 

16.0 54.3 22.8

8.5 38.0 34.9 14.7

4.3
2.5

3.9

（％）

男 性（n=129） 

女 性（n=162） 

無回答 Ａに近い どちらかといえばＡに近い どちらかといえばＢに近い Ｂに近い 
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１－６  子育ての感想 

 

  問11  あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛

いと感じることが多いと思いますか。お子さんがいらっしゃらない方は、仮にご自分が子

育てをする場合を想定してお答えください。（○は１つだけ） 

 

図１－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てについての意識をみると、「楽しいと感じることの方が多い」が44.4％で最も多く、これ

に「楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい」（43.0％）が次いでいる。一方、「辛い

と感じることの方が多い」は4.8％となっている。 

性別でみると、女性では「楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい」が47.5％と、

男性（38.0％）を10ポイント近く上回っている。 

 

図１－12  性別  子育てへの感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.4 43.0 4.8

1.4

4.8

1.7

（％）

無回答 

楽しいと感じること 

の方が多い 

楽しいと感じることと

辛いと感じることが 
同じくらい 

辛いと感じること 

の方が多い わからない 

（ n= 293 ）

その他 

43.2 47.5 4.3

45.0 38.0 5.4

0.8

1.9

1.2

9.3

1.9

1.6

（％）

男 性（n=129） 

女 性（n=162） 

無回答 
楽しいと感じること 

の方が多い 

楽しいと感じることと

辛いと感じることが 

同じくらい 

辛いと感じる 
ことの方が多い

わからない 

その他 
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１－７  子どもを生み育てることへの考え 

 

  問12  子どもを生み育てるということについて、どのようにお考えですか。（○は４つまで） 

 

図１－13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを生み育てることの意味としては、「子どもを持ち、育てることによって、自分が成長す

る」が83.3％と最も多く、「夫婦や家族の結びつきを強める」（51.5％）、「子どもを育てること自体

は楽しいが、負担も生じる」（51.2％）、「次の社会を担う世代をつくる」（45.1％）の順で続いてい

る。 

 

 

 

 

 

 

10.9

8.9

83.3

19.8

23.2

25.9

45.1

51.2

51.5

0 20 40 60 80 100 （％）

子どもを持ち、育てること 
によって、自分が成長する 

次の社会を担う世代をつく 
る 

心理的、身体的、経済的負 
担が重くなる 

自分たちの生命を伝える 

家系を存続させる 

子どもを育てること自体は 
楽しいが、負担も生じる 

フルタイムの仕事がしにく 
くなる 

（ n= 293 ） 

子どもを育てるのは楽しい 

夫婦や家族の結びつきを強 
める 

0.3

6.8

0.3

1.0

3.4

2.0

2.0

6.5

0 20 40 60 80 100 （％）

仕事や趣味に十分時間がさ 
けなくなる 

老後の面倒をみてもらう 

特に意味を感じない 

わからない 

無回答 

自分の志を継いでくれる 

その他 

自由な生き方ができなくな 
る 
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性別でみると、男女とも「子どもを持ち、育てることによって、自分が成長する」が多くなって

おり、特に女性では89.5％と９割近くに達している。 

また、女性では、「子どもを育てること自体は楽しいが、負担も生じる」が56.8％と、男性（43.4％）

を13.4ポイント上回っているほか、「心理的、身体的、経済的負担が重くなる」（26.5％）という回

答も男性より多く、〈子育ての負担〉を意識した回答傾向になっている。 

 

図１－14  性別  子どもを生み育てることへの考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.7

3.9

89.5

50.0

56.8

45.1

24.1

26.5

16.0

7.4

13.0

75.2

24.8

19.4

27.1

45.7

43.4

53.5

0 20 40 60 80 100 （％）

子どもを持ち、育てること 
によって、自分が成長する 

次の社会を担う世代をつく 
る 

心理的、身体的、経済的負 
担が重くなる 

自分たちの生命を伝える 

家系を存続させる 

子どもを育てること自体は 
楽しいが、負担も生じる 

フルタイムの仕事がしにく 
くなる 

子どもを育てるのは楽しい 

夫婦や家族の結びつきを強 
める 

5.6

4.9

0.6

0.6

3.7

0.6

0.6

8.5

0.8

1.6

3.1

3.9

3.9

8.5

0 20 40 60 80 100

男性（n=129）

女性（n=162）

（％）

仕事や趣味に十分時間がさ 
けなくなる 

老後の面倒をみてもらう 

特に意味を感じない 

わからない 

無回答 

自分の志を継いでくれる 

その他 

自由な生き方ができなくな 
る 
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第２章  地域の子どもたちに対する考え方や接し方 

２－１  地域の子育て支援についての協力 

 

  問13  あなたは、地域の子育て支援について、協力したいと思っていますか。 

 

図２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地域における子育て支援への協力意向について、「はい」は67.9％と７割近くを占めている。 

  性別でみると、「はい」が男性67.4％・女性67.9％と、男女ともほぼ一致している。 

 

図２－２  性別  地域の子育て支援についての協力 

 

                 〈 男 性 〉                                〈 女 性 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.9%

29.4%

2.7%

無回答 

は  い 

いいえ 

（ n= 293 ） 

67.4%

32.6%

は  い 

いいえ 

（ n= 129 ） 

67.9%

27.2%

4.9%
無回答 

は  い 

いいえ 

（ n= 162 ） 
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２－２  協力できること 

 

（問13で「１．はい」とお答えの方に） 

  問13－１  地域の子育て支援について協力するとしたら、どのようなことができますか。 

（○は２つまで） 

 

図２－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力意向のある人（全体の67.9％）に、その協力内容をきいたところ、「近所の子どもに対し、

見守りやあいさつなどの声かけをする」が71.9％で最も多く、これに「子どもの危険な遊びに対し

て注意する」（46.2％）が次いでいる。 

 

 

1.5

71.9

4.5

5.5

8.0

14.6

22.6

46.2

0 20 40 60 80 （％）

近所の子どもに対し、見守りや 
あいさつなどの声かけをする 

町内会のイベントに子どもたち 
が参加しやすい内容を企画する 

青少年の酒・タバコなどの行為 
に対して注意する 

その他 

無回答 

子育て中の夫婦に対して、必要 
な時に手助けをする 

困っている時は気軽に子どもを 
預かる 

子どもの危険な遊びに対して注 
意する 

（ n= 199 ） 
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性別でみると、男性では「町内会のイベントに子どもたちが参加しやすい内容を企画する」が

23.0％と、女性（6.4％）を大きく上回っている。一方、女性では「子どもの危険な遊びに対して

注意する」が50.9％と過半数を占めている。 

 

図２－４  性別  協力できること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3

71.8

50.9

27.3

6.4

10.9

3.6

3.6

0.9

72.4

5.7

8.0

4.6

23.0

17.2

41.4

0 20 40 60 80

男性（n=87）

女性（n=110）

（％）

近所の子どもに対し、見守りや 
あいさつなどの声かけをする 

町内会のイベントに子どもたち 
が参加しやすい内容を企画する 

青少年の酒・タバコなどの行為 
に対して注意する 

その他 

無回答 

子育て中の夫婦に対して、必要 
な時に手助けをする 

困っている時は気軽に子どもを 
預かる 

子どもの危険な遊びに対して注 
意する 
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２－３  男性の子育て参加に必要なこと 

 

  問14  男性が子育てに参加するには、どのような事が必要だとお考えですか。（○は１つだけ） 

 

図２－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が子育てに参加するために必要なこととしては、「子育てには父親の参加も必要なことを知

らせていく」が27.0％で最も多く、以下「仕事と子育ての両立を支援する体制を整備する」（20.5％）、

「育児時間・育児休暇等をとりやすい職場環境を整備する」（18.4％）の順で続いている。 

性別でみると、男性では「育児時間・育児休暇等をとりやすい職場環境を整備する」（22.5％）

と「仕事と子育ての両立を支援する体制を整備する」（26.4％）が女性より多くなっている。一方、

女性では「子育てには父親の参加も必要なことを知らせていく」が33.3％と、男性（17.8％）を倍

近く上回っている。 

 

図２－６  性別  男性の子育て参加に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.0 9.6 18.4 13.3 20.5 2.4

2.4

6.5

（％）

無回答 

子育てには父親の参加も 

必要なことを知らせていく 

父親が育児や家庭教育の

仕方を学ぶ機会を増やす 仕事と子育ての両立を 

支援する体制を整備 

する 

わからない 

（ n= 293 ）

その他 

育児時間・育児休暇等を

とりやすい職場環境を 

整備する 

学校教育で男子に育児へ

かかわることの必要性を

教える 

33.3 9.9 15.4

5.4 6.2

6.8

17.8 9.3 22.5 9.3

16.7 16.0

26.4

1.9

3.1

（％）

男 性（n=129） 

女 性（n=162） 

無回答 

子育てには父親の参加も 

必要なことを知らせていく 

わからない 

その他 

父親が育児や家庭教育の

仕方を学ぶ機会を増やす
仕事と子育ての両立を

支援する体制を整備 
する 

育児時間・育児休暇等を

とりやすい職場環境を 
整備する 

学校教育で男子に育児へ

かかわることの必要性を
教える 
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２－４  子育て相談、支援機関の周知度 

 

  問15  次のような子育てに関する相談や支援を行う機関があることを知っていますか。ア～オ

についてお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

図２－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子育てに関する相談や支援を行う機関の認知度をみると、〈児童相談所〉が90.1％で最も多く、

以下〈教育センター〉（56.3％）、〈子育て支援センター〉（35.2％）の順で続いている。 

 

 

 

35.2

4.8

56.3

90.1

60.1

89.1

40.3

7.2

4.8

6.1

14.7 79.9

2.7

5.5

3.4

（％）

ファミリーサポートセンター 

子育て支援センター 

かまくら子育てメディアスポット 

教育センター 

児童相談所 

無回答 知っている 知らない 

（ n=293 ） 
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  性別でみると、〈児童相談所〉（男性87.6％・女性92.0％）と〈教育センター〉（男性56.6％・女

性56.2％）については男女の認知度に大きな差はない。 

しかし、〈子育て支援センター〉については、女性で「知っている」が40.7％と、男性（27.9％）

を10ポイント以上上回っている。また、女性では、〈ファミリーサポートセンター〉についても「知

っている」が17.3％と、男性（10.9％）を上回っている。 

 

図２－８  性別  子育て相談、支援機関の周知度 
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3.9
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76.5

67.4

54.3

91.5

87.0

41.1

39.5
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4.9

6.2

10.9 84.5

4.7

3.1

2.3

4.3

2.3

4.7

7.4

4.7

4.9

（％）

ファミリーサポートセンター 

子育て支援センター 

かまくら子育てメディアスポット 

教育センター 

児童相談所 

無回答 知っている 知らない 

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男 性（n=129） 

女 性（n=162） 
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２－５  子育てをする上で、身近な地域の人たちにしてほしいこと 

 

  問16  子育てをする上で、身近な地域の人たちは、どのようなことをするのがいいと思います

か。（○は３つまで） 

 

図２－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てをするうえで、身近な地域の人たちがすることについては「危険な遊びやいじめを見かけ

たら注意する」が73.7％で最も多く、以下「良いことをしているのを見かけたらほめる」（50.9％）、

「子ども会やお祭りなど、子どもが参加できる活動や行事の機会を多く作る」（43.0％）の順で続

いている。 

 

 

 

1.4

2.4

73.7

5.1

18.1

22.2

22.5

43.0

50.9

0 20 40 60 80 （％）

危険な遊びやいじめを見かけたら注意 
する 

子育てについて、助言をしたり相談に 
のる 

遊びやスポーツの相手をする 

その他 

無回答 

子ども会やお祭りなど、子どもが参加 
できる活動や行事の機会を多く作る 

緊急なときなどに子どもを一時預かる 

良いことをしているのを見かけたらほ 
める 

（ n= 293 ） 

特にない 
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性別でみると、男性では「子ども会やお祭りなど、子どもが参加できる活動や行事の機会を多く

作る」が48.8％と、女性（37.7％）を10ポイント以上上回っている。一方、女性では「良いことを

しているのを見かけたらほめる」（55.6％）と「緊急なときなどに子どもを一時預かる」（30.9％）

が、男性に比べて多くなっている。 

 

図２－10  性別  子育てをする上で、身近な地域の人たちにしてほしいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3

2.3

74.7

55.6

37.7

23.5

30.9

8.6

4.9

0.6

2.5

72.1

5.4

29.5

11.6

21.7

48.8

45.0

0 20 40 60 80

男性（n=129）

女性（n=162）

（％）

危険な遊びやいじめを見かけたら注意 
する 

子育てについて、助言をしたり相談に 
のる 

遊びやスポーツの相手をする 

その他 

無回答 

子ども会やお祭りなど、子どもが参加 
できる活動や行事の機会を多く作る 

緊急なときなどに子どもを一時預かる 

良いことをしているのを見かけたらほ 
める 

特にない 
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第３章  子どもたちを健やかに育てていくために必要な支援 

３－１  子どもが健康に育つために大切なこと 

 

  問17  子どもが、健康に育つことができるようにするために、どのようなことが大切だと思い

ますか。（○は３つまで） 

 

図３－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが健康に育つために必要なこととしては、「親子のコミュニケーションがとれている」が

66.2％で最も多く、以下「規則正しい生活リズムを身につける」（56.3％）、「きちんとした食生活

ができる」（49.5％）の順で続いている。 

 

14.0

8.2

2.4

1.0

3.8

1.0

2.7

66.2

16.4

19.1

19.5

24.6

49.5

56.3

0 20 40 60 80 （％）

親子のコミュニケーションがとれている

安全に遊ばせることのできる公園や児童 
館の整備 

乳幼児の事故防止についての対策と学習 
機会の拡充 

子育てについての相談ができる場がある 

小児緊急医療体制の充実 

その他 

きちんとした食生活ができる 

わからない 

（ n= 293 ） 

病気の診断・治療、相談、予防などに対 
する小児医療の充実 

規則正しい生活リズムを身につける 

育児サークルの育成と活動支援の充実 

予防接種の適切な実施 

周囲の人が気軽に声をかけ、協力する 

無回答 
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  性別でみると、「親子のコミュニケーションがとれている」は男性70.5％・女性62.3％と、男性

が多くなっている。一方、「きちんとした食生活ができる」は女性51.9％・男性46.5％と女性が多

くなっている。 

 

図３－２  性別  子どもが健康に育つために大切なこと 
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55.6

51.9

22.8

20.4

24.1

18.5

9.9

9.9

3.1

1.2

3.7

3.1

70.5

14.0

13.2

17.8

27.1

46.5

57.4

0 20 40 60 80

男性（n=129）

女性（n=162）

（％）

親子のコミュニケーションがとれている

安全に遊ばせることのできる公園や児童 
館の整備 

乳幼児の事故防止についての対策と学習 
機会の拡充 

子育てについての相談ができる場がある 

小児緊急医療体制の充実 

その他 

きちんとした食生活ができる 

わからない 

病気の診断・治療、相談、予防などに対 
する小児医療の充実 

規則正しい生活リズムを身につける 

育児サークルの育成と活動支援の充実 

予防接種の適切な実施 

周囲の人が気軽に声をかけ、協力する 

無回答 
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３－２  子どもを健やかに生み育てるために必要なこと 

 

  問18  子どもを健やかに生み育てるために必要と思われることはどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

 

図３－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子どもを健やかに生み育てるために必要なこととしては、「出産や子育てに対する経済的な負担

を軽減する」が50.9％で最も多く、以下「育児休業制度や子育て後の再就職制度の普及させる」

（32.4％）、「延長保育や低年齢時保育等、保育サービスの充実を推進する」（29.7％）、「妊娠・出

産・子育てについての不安や悩みを相談できるような窓口を増やす」（29.7％）の順で続いている。 

17.1

13.3

9.2

6.8

4.4

1.0

3.1

50.9

20.8

22.9

27.3

29.7

29.7

32.4

0 20 40 60 （％）

出産や子育てに対する経済的な負担を 
軽減する 

妊娠・出産・子育てについての不安や 
悩みを相談できるような窓口を増やす 

ボランティアの育成など民間活動を支 
援する 

家事・育児などに対する「男女共同参 
画」の意識づくりを行う 

子どもが健やかに育つような住環境の 
整備を推進する 

その他 

延長保育や低年齢児保育等、保育サー 
ビスの充実を推進する 

特にない 

（ n= 293 ） 

子ども連れでも安全で活動しやすい、 
ひとにやさしいまちづくりを進める 

育児休業制度や子育て後の再就職制度 
を普及させる 

子どもや妊産婦への健診などの保健事 
業や医療サービスを充実する 

労働時間の短縮等を推進する 

体験学習や地域活動などの子どもが健 
全に育つための施策を充実する 

無回答 
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性別でみると、「出産や子育てに対する経済的な負担を軽減する」は男性で58.1％と、女性

（45.1％）を上回っている。一方、女性では「延長保育や低年齢時保育等、保育サービスの充実を

推進する」（34.0％）と「妊娠・出産・子育てについての不安や悩みを相談できるような窓口を増

やす」（34.6％）と「家事・育児などに対する『男女共同参画』の意識づくりを行う」（28.4％）が、

男性より多くなっている。 

 

図３－４  性別  子どもを健やかに生み育てるために必要なこと 
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30.2
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24.7

28.4

17.9

14.8

13.6

11.1

8.0

4.3

0.6

3.7

58.1

24.0

16.3

30.2

24.0

24.8

35.7

0 20 40 60

男性（n=129）

女性（n=162）

（％）

出産や子育てに対する経済的な負担を 
軽減する 

妊娠・出産・子育てについての不安や 
悩みを相談できるような窓口を増やす 

ボランティアの育成など民間活動を支 
援する 

家事・育児などに対する「男女共同参 
画」の意識づくりを行う 

子どもが健やかに育つような住環境の 
整備を推進する 

その他 

延長保育や低年齢児保育等、保育サー 
ビスの充実を推進する 

特にない 

子ども連れでも安全で活動しやすい、 
ひとにやさしいまちづくりを進める 

育児休業制度や子育て後の再就職制度 
を普及させる 

子どもや妊産婦への健診などの保健事 
業や医療サービスを充実する 

労働時間の短縮等を推進する 

体験学習や地域活動などの子どもが健 
全に育つための施策を充実する 

無回答 
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